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7.緑地（休養施設）

記入者：摂津市水みどり課 西芝史成 
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  （占用者作成） 

位置図 現況写真 

標準断面 

現在の 

利用形態 

広場・花壇。 

味生小学校の登下校時の集合場所、

混雑時の避難箇所、また淀川河川公園

へのアクセス途上の休憩場所、付近の

高齢者の憩いの場所として利用されて

いる。 

占用面積 91.78 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞H4.12.22 

＜許可期限＞R6.5.31 

都市計画

の有無 
無 

堤内地・

堤防・堤

外地 

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 
付帯施設

等 

ベンチ 2 基 

プランター組合花壇 

時計台 1 基 

特記事項 

・西一津屋、南別府地区の市民より、摂津市立味生小学校の通学途上の歩道が狭小（ｗ≒1.5m）
で通学時間帯が近辺の大企業の通勤者と競合し大変危険な状況となっていた。このため、地
元自治会及び味生小学校より毎日の集団登校の安全指導を行う集合場所及び混雑時の退避
箇所の確保を求められていた。 

・淀川、神崎川緑地以北の市民の多くから、淀川河川公園への途上に休憩施設を求められて
いた。

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・面積も小さく、特に問題なく管理されてい
る。近傍に淀川の豊かな自然があることを
踏まえて、淀川の自然環境を活用しながら
利用していくような工夫を考えられたい

・資料に平面・横断図が添付されわかりやす
くなった。横断図に河川区域の範囲を入れ
ると、さらにわかりやすい

・住民ボランティア活動により花壇への植栽
が定期的に行われ、利用者の憩いの一助とな
っている
・図面に河川区域範囲を追加した

番号 7.緑地（休養施設） 占用目的 緑地 許可受者 摂津市 場所 神崎川 右岸 0.2k 

ランク:C

河川区域
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
摂

津
市

水
み

ど
り

課
　

西
芝

史
成

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
0
7
緑

地
（
休

憩
施

設
）
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

摂
津

市
　

緑
の

基
本

計
画

(P
.4

0
歩

行
者

空
間

の
充

実
・
整

備
)

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

な
し

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

な
し

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
歩

行
者

へ
の

休
養

確
保

○

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

面
積

も
小

さ
く
、

特
に

問
題

な
く
管

理
さ

れ
て

い
る

。
近

傍
に

淀
川

の
豊

か
な

自
然

が
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
て

、
淀

川
の

自
然

環
境

を
活

用
し

な
が

ら
利

用
し

て
い

く
よ

う
な

工
夫

を
考

え
ら

れ
た

い
資

料
に

平
面

・
横

断
図

が
添

付
さ

れ
わ

か
り

や
す

く
な

っ
た

。
横

断
図

に
河

川
区

域
の

範
囲

を
入

れ
る

と
、

さ
ら

に
わ

か
り

や
す

い

・
住

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

よ
り

花
壇

へ
の

植
栽

が
定

期
的

に
行

わ
れ

、
利

用
者

の
憩

い
の

一
助

と
な

っ
て

い
る

・
図

面
に

河
川

区
域

範
囲

を
追

加
し

た

歩
行

者
へ

の
休

養
確

保
及

び
安

全
確

保
○

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

コ
イ

、
オ

イ
カ

ワ
、

マ
シ

ジ
ミ

(根
拠

資
料

：
平

成
1
4
年

度
大

阪
府

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
・
平

成
1
8

年
度

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
出

典
)

○
○

：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

な
し

○
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

な
し

○

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

な
し

○
○

：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

休
養

施
設

の
た

め
定

め
て

い
な

い
×

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

休
養

施
設

の
た

め
周

知
し

て
い

な
い

×

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.7 緑地（休養施設）(摂津市)」

■過年度審議結果のレビュー

12

平成19年 委員会  （特に意見なし）

平成26年 委員会 利用状況が分かる図面に河川との関係が分かる位置図をつけること

平成20年 委員会  （特に意見なし）

【淀川本川】

平成30年 委員会 面積も小さく、特に問題なく管理されている。近傍に淀川の豊かな自然があることを踏ま
えて、淀川の自然環境を活用しながら利用していくような工夫を考えられたい

資料に平面・横断図が添付されわかりやすくなった。横断図に河川区域の範囲を入れる
と、さらにわかりやすい
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11.公園

記入者：守口市道路公園課 池川 健美 
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  （占用者作成） 

位置図 現況写真 

標準断面 

現在の 

利用形態 

公園の管理形態が変わり、指定管理

者一般財団法人大阪スポーツみどり財

団が管理している。市民のふれあいの

場として利用している。 

ただし占用地は水路であり、特に人

的な利用がされていない。 

占用面積 215.87 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞S45.11.2 

＜許可期限＞R7.3.31 

都市計画

の有無 
有り（近隣公園） 

堤内地・

堤防・堤

外地 

〇堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 
付帯施設

等 

側溝：コンクリートＵ型ブロック 

300×300 延長～77.8m 

特記事項 

地元住民の体力向上やコミュニケーションを目的とした公園使用申請の届出があれば、条
件を付し、指定管理者が使用を許可している。 

主な公園使用申請 
(ア)軽運動の会
(イ)ゲート・ボール 等

*公園施設の使用（変更）の許可に関して、守口市都市公園条例第 4 条第 2 項の規定により許
可している。

（行為の制限） 
第 4 条 公園において、次の各号に掲げる行為をしようとする者は、市長の許可を受けなけ

ればならない。許可を受けた事項を変更」しようとするときも、同様とする。 
２ 前項の許可を受けようとする者は、・・・・ 
（指定の申請書・許可書有り。） 公園内制限行為変更・許可申請書を公園課にし、公園内

制限行為変更・許可書を受けること。 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・近傍に淀川の豊かな自然があることを踏ま
えて、淀川の自然環境を活用しながら利用
していくような工夫を考えられたい。

・昨年度作成された「てびき」を活用された
い。

・公園利用者は、占用地周辺で散策や休憩す
るなど、自然を感じながら利用している。

・占用地の範囲は限定的ではあるが、「てび
き」を参考に管理に努める。

番号 11.公園 占用目的 公園 許可受者 守口市 場所 左岸15k+122.2m～15k+200m 

ランク:C
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【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
守

口
市

都
市

整
備

部
道

路
公

園
課

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
1
1
公

園
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

近
傍

に
淀

川
の

豊
か

な
自

然
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

淀
川

の
自

然
環

境
を

活
用

し
な

が
ら

利
用

し
て

い
く
よ

う
な

工
夫

を
考

え
ら

れ
た

い

公
園

利
用

者
は

、
占

用
地

周
辺

で
散

策
や

休
憩

す
る

な
ど

、
自

然
を

感
じ

な
が

ら
利

用
し

て
い

る
。

合
致

し
て

い
る

。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

昨
年

度
作

成
さ

れ
た

「
て

び
き

」
を

活
用

さ
れ

た
い

占
用

地
の

範
囲

は
限

定
的

で
は

あ
る

が
、

「
て

び
き

」
を

参
考

に
管

理
に

努
め

る
。

把
握

し
て

い
る

。
○

：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.11 公園(守⼝市)」

■過年度審議結果のレビュー

19

平成20年 委員会

平成24年 委員会

意見なし

意見なし

【淀川本川】

平成30年 委員会 特に問題なく管理されている。近傍に淀川の豊かな自然があることを踏まえて、淀川の
自然環境を活用しながら利用していくような工夫を考えられたい

昨年度作成された「てびき」を活用されたい

12



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.守口市淀川河川敷運動広場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
記入者：狩野 成輝（守口市 市民生活部 生涯学習・スポーツ振興課） 
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番号 
14.守口市淀川 

河川敷運動広場 
占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 

左岸 17.4k+65m～ 
17.8k-55m 

１．施設の概要                                (占用者作成) 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現況写真 

 

現在の 

利用形態 

・野球場 2 面、サッカー（ラグビー）場

1 面 

都市計画 

の有無 
有（都市公園） 

占用面積 26,278.75 ㎡ 付帯施設等 

バックネット、サッカーゴール、ラグビ

－ポール、バットケース、ベンチ、仮設

トイレ 

許可の経緯 
＜当初許可＞ S59.7.16 

＜許可期限＞ R6.4.30 
利用者数 

・平成 30 年度 40,732 人 

・令和元年度 62,880 人 

・令和２年度 24,990 人 

・令和３年度 27,180 人 

・令和４年度 75,287 人 

堤内地･ 

堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

周辺の 

土地利用の

状況 

・堤内側は住宅を中心に工場等が混在する市街地。 

関連諸計画

における 

占用地の 

位置付け 

・守口市地域防災計画において、広域避難所に指定されている。 

その他 

特記事項 

・運動広場の管理業務は、守口市の委託をうけて株式会社オーエンスが行っている。 

  

ランク：A 

 

下流側の様子

令和５年５月 

 

上流側の様子 

令和５年５月 
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ランク：A 
 

番号 
14.守口市淀川 

河川敷運動広場 
占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 

左岸 17.4k+65m～ 
17.8k-55m 

２．施設の現状                                (占用者作成) 

占用の 

必要性 

・守口市においてはスポーツを通じて健康の保持増進に努めているところだが、市内にこれらの施設が

少なく、河川敷の利用の必要性が大である。 

・「守口市花と緑の基本計画」では、都市公園の整備目標数値は、令和５年度において、6.8㎡/人であ

る。平成25年度末の数値は、既に6．9㎡/人と上回っているが、これは淀川河川公園・鶴見緑地を含

む数値であり、本市管理公園の数値向上及びスポーツやレクリエーションの空間確保のためには、占

用を必要とする。 

・「第６次守口市総合基本計画」では、淀川は、「貴重な自然環境が享受できる水辺空間」であり、「本

市にとって身近に自然と触れ合える貴重な親水空間」を「地域の資源として活用」すると位置づけて

いる。 

管理状況 

・管理規則・利用規則は、有（守口市淀川河川敷運動広場開放事業実施要綱） 
・管理・運営業務は、守口市の委託を受けて、株式会社オーエンスが行っている。 
 

利用状況 

・排他独占利用は、無 

前回審議の

意見と対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・利用者に対する川らしい自然環境の啓発等
の取組みなど、委員会意見への対応が十分
とはいいがたい。 

・多くのスポーツ利用者に対し、環境団体な
どと協力した具体の取組みに努められたい 

・保全利用委員会で作成している「河川保全
利用指針(案)」を参考にされたい。 

・現在、配布されている「チラシ」は、セイ
ヨウカラシナとタコノアシが淀川に生育す
る植物として並んで掲載されており違和感
があるので、内容を理解のうえ改善された
い。 

本市の淀川河川敷運動広場を利用している
方々に、淀川の自然環境について理解を深め
てもらうことを目的に、本市が占用する河川
敷を環境学習の場として、令和３年度・令和
４年度に学習会を実施した。 

環境保全 

に向けて 

申請者の 

取り組み 

・看板で占用区域を明示している。 
・利用団体による清掃・草刈等の活動を行っている。（年３～４回） 
・生物の忌避行動につながる行為をしないよう利用者に啓発している。 

その他 
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ランク：A 
 

番号 
14.守口市淀川 

河川敷運動広場 
占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 

左岸 17.4k+65m～ 
17.8k-55m 

３．施設の自然環境的状況                        （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地内は主に運動場として利用されており、裸地、芝地などがみられる。

草地に生息するヒバリが確認されている。 

・占用地の上流側及び下流側の河川敷にはオギ、セイタカヨシ等を主体とした

オギ原が分布する。対岸の水際には比較的広い範囲にセイタカヨシを主体と

したヨシ原が広がる。周辺ではヨシ原やオギ原に生息するオオヨシキリが確

認されている。 

・占用地の上下流には工事等で生じた人為裸地が存在する。 

・当該占用地の前面水域は淀川大堰上流の湛水域にあたり、瀬淵はみられず、

全体的に流れは遅い。越冬期にはオカヨシガモやヒドリガモといったカモ類

が確認されている。 

・背後地は国道 1 号を隔てて密集した市街地である。 

自然環境上重要な場所 

・占用地周辺は全体に人工的な環境であり、オオヨシキリ等が生息するオギ原

は水辺の生物の重要な生息場となっているとみられる。 

・占用地内やその周辺の丈の低い草地はヒバリ等の重要な生息場となっている

と考えられる。 

・占用地前面の水域はカモ類等の水鳥類の重要な生息地となっている。 

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・水域までの距離：15m 

・河岸との間までほぼ裸地状態である。 

・河岸は人工的に整備されたブロック護岸が連続している。 

・占用地の前面は船着場として整備されておりコンクリートの占める割合が多

い。 

水面との 

高低差 

約 3.0m 

・平成 25 年 9 月 16 日の台風 18 号により冠水している。 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・周辺のオギ原はオオヨシキリなど鳥類にとっての重要な生息空間・繁殖空間

であることから、生物の忌避行動につながるような行為（オギ原に近づく、

大きな音が出るなど）は避ける必要があり、利用者に看板等で注意を促す。

特にオオヨシキリをはじめとする鳥類の繁殖期（4 月～8 月）に注意する。 

・鳥類や昆虫類等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地

の刈り残しを図る。特に水際側や上下流側での草地環境の保全・創出に留意

する。 

・ヒバリをはじめとする鳥類の繁殖期（4 月～9 月）には頻繁な草刈は行わな

い。 

・冬季を中心としたカモ類の飛来時期には、生物の忌避行動につながるような

行為（河岸に近づく、大きな音が出るなど）は避ける必要があり、利用者に看

板等で注意を促す。 

・開放水面を利用するカモ類に対するブラインドとなるよう、水際の高茎草地

を保全する。 

・利用範囲認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。 

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用区域内で

の利用の遵守や環境保全への意識向上を図る。 

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。 

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する。 

  

16



ランク：A 
 

番号 14.運動広場 占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 
左岸 17.4k+65m～ 

17.8k-55m 

４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A 
 

番号 14.運動広場 占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 
左岸 17.4k+65m～ 

17.8k-55m 

５．委員会の審議内容に関わる現況写真                 （写真撮影者：守口市） 

(平面図) 

 

 

 

(断面図：17.6k) 

平成 26 年 2 月測量  

 

 

 

   
① 堤防からグラウンド下流部を望む         ②堤防からグラウンド中央部を望む     

  
 

令和５年５月                   令和５年５月 

⑦ 

① 

⑤ 
② 

⑥ 
③ ④ 
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ランク：A 
 

番号 14.運動広場 占用目的 運動広場 許可受者 守口市 場所 
左岸 17.4k+65m～ 

17.8k-55m 

                 (占用者作成) 

 

③グラウンド中央部                  ④堤防からグラウンド上流部を望む 

 

  
 

令和２年 10 月                    令和５年５月 

 

⑤看板（注意・禁止事項）               ⑥占有許可標識 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年５月                    令和２年 10 月 

 

＜河川際＞ 

⑦淀川上流側を望む（１）               ⑦淀川上流側を望む（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年 10 月                    令和２年 10 月 
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【チェックリスト】 
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
1
/
2
）

記
入

者
：
守

口
市

　
市

民
生

活
部

　
生

涯
学

習
・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
1
4
守

口
市

淀
川

河
川

敷
運

動
広

場
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

花
と

緑
の

基
本

計
画

に
お

い
て

、
都

市
公

園
の

整
備

目
標

指
数

値
に

淀
川

河
川

公
園

が
含

ま
れ

て
い

る
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

守
口

市
地

域
防

災
計

画
資

料
編

P
.8

4
に

お
い

て
広

域
避

難
場

所
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

な
し

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

4

川
ら

し
い

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
に

転
換

す
る

計
画

は
あ

る
か

（
例

）
・
水

際
部

の
占

用
面

積
を

縮
小

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
親

水
公

園
に

変
更

・
河

川
敷

内
で

場
所

移
動

　
　

　
　

等

な
し

○
：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

5
検

討
体

制

占
用

施
設

の
代

替
地

の
検

討
や

自
然

環
境

に
影

響
が

少
な

い
施

設
へ

の
転

換
に

向
け

て
、

環
境

や
ま

ち
づ

く
り

の
関

係
部

局
と

連
携

し
て

い
る

か
※

連
携

部
局

が
あ

る
場

合
に

は
、

そ
の

名
称

も
合

わ
せ

て
記

す

環
境

保
全

・
啓

発
に

関
し

て
関

連
す

る
他

部
局

と
の

連
携

に
努

め
る

。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

6
占

用
目

的
占

用
目

的
は

「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

合
致

す
る

か
一

部
合

致
し

て
い

る
。

（
環

境
学

習
会

の
実

施
）

○
：
合

致
す

る
△

：
一

部
合

致
す

る
×

：
合

致
し

な
い

7
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
公

共
的

団
体

の
大

会
等

で
占

用
利

用
す

る
場

合
が

あ
る

。

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

合
致

し
て

い
る

。

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

9
連

携
体

制
「
川

ら
し

い
利

用
、

川
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

利
用

」
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

施
設

利
用

者
や

地
域

住
民

、
市

民
団

体
等

と
連

携
し

て
い

る
か

利
用

者
に

対
す

る
川

ら
し

い
自

然
環

境
の

啓
発

等
の

取
組

み
な

ど
、

委
員

会
意

見
へ

の
対

応
が

十
分

と
は

い
い

が
た

い
。

多
く
の

ス
ポ

ー
ツ

利
用

者
に

対
し

、
環

境
団

体
な

ど
と

協
力

し
た

具
体

の
取

組
み

に
努

め
ら

れ
た

い

環
境

政
策

課
、

道
路

公
園

課
な

ど
他

部
局

と
連

携
を

と
っ

て
、

環
境

活
動

に
取

組
ん

で
い

く
。

本
市

の
淀

川
河

川
敷

運
動

広
場

を
利

用
し

て
い

る
方

々
に

、
淀

川
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
こ

と
を

目
的

に
、

本
市

が
占

用
す

る
河

川
敷

を
環

境
学

習
の

場
と

し
て

、
令

和
３

年
度

・
令

和
４

年
度

に
学

習
会

を
実

施
し

た
。

（
令

和
5
年

度
も

検
討

中
）

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

保
全

利
用

委
員

会
で

作
成

し
て

い
る

「
河

川
保

全
利

用
指

針
(案

)」
を

参
考

に
さ

れ
た

い
。

現
在

、
配

布
さ

れ
て

い
る

「
チ

ラ
シ

」
は

、
セ

イ
ヨ

ウ
カ

ラ
シ

ナ
と

タ
コ

ノ
ア

シ
が

淀
川

に
生

育
す

る
植

物
と

し
て

並
ん

で
掲

載
さ

れ
て

お
り

違
和

感
が

あ
る

の
で

、
内

容
を

理
解

の
う

え
改

善
さ

れ
た

い
。

チ
ラ

シ
に

つ
い

て
は

留
意

す
る

。

占
用

区
域

の
明

示
生

物
の

忌
避

行
動

に
つ

な
が

る
よ

う
な

行
為

を
し

な
い

よ
う

に
啓

発
し

て
い

る
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

把
握

し
て

い
る

。
○

：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
守

口
市

　
市

民
生

活
部

　
生

涯
学

習
・
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
1
4
守

口
市

淀
川

河
川

敷
運

動
広

場
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

配
慮

し
て

い
な

い
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

投
棄

さ
れ

た
ゴ

ミ
の

収
集

除
草

時
の

水
際

部
の

刈
り

残
し

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

看
板

に
利

用
区

域
を

明
示

し
て

い
る

。
申

請
書

許
可

時
に

利
用

者
に

注
意

喚
起

し
て

い
る

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

除
草

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
○

：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

設
置

さ
れ

て
い

な
い

。
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

使
用

し
て

い
な

い
。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か
支

障
は

な
い

。
○

：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

ゴ
ミ

の
投

棄
は

あ
る

が
、

早
急

に
対

応
し

て
い

る
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

定
め

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か
定

め
て

い
る

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

要
項

・
細

則
を

定
め

て
い

る
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.14 守⼝市淀川河川敷運動広場(守⼝市)」

■過年度審議結果のレビュー

26

平成19年 委員会

平成20年 委員会

占用申請にない駐車場としての利用については利用実態を把握し、河川管理者とも協
議のうえ、新たに申請すること

⇒占用範囲外の駐車については、暫定的に占用範囲内に駐車させることとした
⇒駐車指定場所を示す看板を設置した
⇒使用団体から監視員を選出して管理体制をとり、許可車には許可証の発行をしている

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒守口市河川敷運動広場駐車場管理運営細則に基づき駐車場の管理運営を行っている

占用使用する施設が公共用地の一部であることを認識し、整理整頓・清掃などの環境整
備に努めて欲しい

占用地の周辺には草地、水際地帯が存在し、河川固有の貴重な自然環境があるため、
これらの保全・再生を念頭に利用と管理にあたること

⇒認識し、環境整備に努めていく
利用者数を十分に把握すること
⇒把握を行った

平成23年 委員会 ⇒利用者に対し、生物の忌避行動につながるような行為をしないように啓発している
⇒利用者へのゴミの持ち帰りの啓発、不法投棄への対応、利用者を含めた草刈等を実施
している

【淀川本川】

「No.14 守⼝市淀川河川敷運動広場(守⼝市)」

■過年度審議結果のレビュー

27

平成26年 委員会 前回意見を踏襲する
環境保全・啓発に関して関連する他部局との連携に取り組んで欲しい

川らしい自然環境の保全再生に関する前回審議意見への対応が不十分であり、来年度
の委員会において取り組みを報告して欲しい

【淀川本川】

平成29年 委員会 川らしい自然環境の保全再生に関する前回意見への対応が不十分である。環境保全・
啓発に関しては、関連する他部局と連携し、具体の対策に取り組まれたい。

他の占用地での取り組みを参考に、「利用案内」と併せて利用者に環境情報を提示する
など、踏み込んだ取り組みについて検討されたい。

令和2年 委員会 利用者に対する川らしい自然環境の啓発等の取組みなど、委員会意見への対応が十分
とはいいがたい。

⇒これまでの取組みは十分ではなかった。また、委員会での指摘についても、引継ぎが十
分でなく継承されていなかった。今後、環境政策課、道路公園課など他部局と連携をとっ
て、環境活動に取組んでいく。

多くのスポーツ利用者に対し、環境団体などと協力した具体の取組みに努められたい
保全利用委員会で作成している「河川保全利用指針(案)」を参考にされたい。

現在、配布されている「チラシ」は、セイヨウカラシナとタコノアシが淀川に生育する植物と
して並んで掲載されており違和感があるので、内容を理解のうえ改善されたい。
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13.運動広場

記入者：濱 修司 
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番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所 
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km 

１．施設の概要 (占用者作成) 

位置図 現況写真

現在の

利用形態

野球広場４面、ソフトボール場１面、

多目的広場(ラグビー場)１面 
都市計画

の有無
無 

占用面積 57,288.66 ㎡ 付帯施設等
移動トイレ２基、バックネット５基 

ラグビーポール１対、用具庫７箇所

許可の経緯
＜当初許可＞ H2.12.6 

＜許可期限＞ R6.11.30 

利用者数 

平成 30 年度 122,642 人 

令和元年度 139,746 人 

令和２年度 90,660 人 

令和３年度 128,730 人 

令和４年度 149,440 人 

堤内地･

堤外地
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地

周辺の

土地利用の

状況

・堤外地の占用地の上流側は出口野草地区があり、出口地区が一部公園となって整備され、出

口河畔地区、伊加賀野草地区がある。また、占用地の下流側、木屋元地区の堤防側にテニス

コート(３面)、淀川側に野球場(２面)、ストリートバスケットコート(２面)、ラグビー、サ

ッカー場(１面)、太間地区・点野野草地区では芝生広場、駐車場(682 台収容)管理所、陸上

トラック、芝生広場、バーベキュー広場など設置されており、堤内地には太間サービスセン

ターが位置している。

・堤内地では、一部住宅、マンション、民家など立ち並び、農地等が混存している。また、国

道１号線側には、大阪府立環境農林水産総合研究所・生物多様性センターがある。

関連諸計画

における

占用地の

位置付け

・寝屋川市地域防災計画において、災害に強いまちづくりを目指し、災害時において広域避難

地、避難路及び火災の延焼防止のためのオープンスペースとして位置付けている。

・応急救助活動、物資集積の基地として、また、木屋元町、点野１丁目、仁和寺本町６丁目地

先で臨時ヘリポートとして活用できる重要な役割を果たす施設である。

・本市の「寝屋川市みどりの基本計画改定版」では、「協働・共助により発展する水とみどり

の中核市寝屋川」を基本理念とし、淀川や寝屋川などの豊かな水と大規模な公園緑地におけ

るみどりの自然環境の保全を掲げている。

その他

特記事項

・隔年で１月に、占用許可を受けている木屋元地区に於いて、枚方寝屋川消防組合消防本部に

よる消防出初式典が開催されている。

・寝屋川市自然を学ぶ会では、四季折々を通し「身近な自然観察・自然に親しむ環境づくり」

の学習会を実施しており、植物観察では淀川の川岸や野草地区を歩いて観察され、野鳥観察

ではバードウォッチングなど、淀川のそれぞれの地域で生存する野鳥の姿等を観察し学習活

動を行っている。

・自動車の乗入は許可制としている。

・平成 29 年台風 21 号により冠水被害、グラウンドが洗掘されたため使用を制限し、整地及び

消毒、清掃等の措置を実施。

ランク：A

下流側から全景 

(R05.07.25 撮影) 

中央部の全景 

(R05.07.25 撮影) 
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ランク：A

番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所 
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km 

２．施設の現状 (占用者作成) 

占用の

必要性

・寝屋川市内のスポーツ施設として、市民グラウンド（野球場２面）、市民テニスコート（４

面）、市立小学校（24 校）、府立高校（３校）が利用されているが、いずれも学校行事、地域

行事等が多くスポーツ活動に関して需要を満足する事は難しい状況である。淀川河川グラウ

ンドは、一般開放利用をはじめ、社会人野球（１面）、少年野球（２面）、スポーツ少年団野

球（１面）、ソフトボール（１面）、ラグビー（１面）で多くの市民に親しまれ利用されてお

り、子どもから大人まで世代間同士の交流の場として、自然の中での人間形成や自然環境等

を体験する貴重な場として、市としても必要不可欠な施設として認識していることから、引

き続き運動場としての占用が必要と考えます。

管理状況

・寝屋川市が管理し、単年度契約による業務委託契約により、管理を業者に委託している。

・管理運営委員会規則は、有（名称、目的、事業、組織、内規、細則等定めている。）

・主な管理内容は、次の通りである。

管理業務委託内容は草刈や清掃、グラウンドの整備等を委託している。なお、草刈は草刈機

を使用し人力で行っている。

グラウンドにおいても日頃の清掃はもとより、毎年、「みんなの手できれいな河川敷」をテ

ーマに「淀川河川クリーンキャンペーン」を開催し、運営委員、各団体から、合わせて約 60

～70 名程度の方々が参加し、占用地域全般の清掃活動を実施している。

平成 30 年度に改定した「みどりの基本計画」でも、市民協働による緑のまちづくり「クリ

ーンリバー寝屋川」と称し淀川付近の河川一帯の清掃をしている。

利用状況

・グラウンドは日曜・祝日、管理運営委員会組織加盟団体が大会等を中心に利用している。た

だし、平日、土曜日については一般利用団体に開放している。（抽選にて）

・駐車場については現在、堤外地内のスペースを確保し利用者の利便性を図っている。

・大会等の運営に当たっては車の乗り入れ台数を制限し、入場許可書を発行している。

・一般利用団体への利用受付は、毎月第二日曜日に抽選会を開催し翌月の利用抽選を行い、日

程等の調整を行う。

前回審議の

意見と対応

前回審議の意見 前回審議意見の対応

・環境学習会の実施は良い活動で、他の箇所

でも参考になる良い例といえる。占用者

の担当が変わってもきちんと引き継ぎ、

継続して実施してほしい。

・学習会実施の効果を示すことができるよ

う、河川敷利用者全体に対する学習会参

加者の割合を把握されるとよい。

・生物は季節ごとに出現種が異なるので、今

後はそれらにも配慮して活動を継続され

たい。

・環境学習会に代わる事業として、寝屋川市自

然を学ぶ会と共同開催事業「淀川学習会」を開

催。令和４年度は中止となりましたが、新規発

刊された「秋の淀川」に因み「秋の淀川学習

会」として開催します。

・総利用者は同一の利用者もカウントしている

ため、割合としての換算が難しいことから、参

加人数・満足度にて実績値を示したいと考え

ています。

・今回は新規発刊の「秋の淀川」に因んで秋の学

習会としたが、同会発行「春の淀川」に因む春

の学習会の開催も視野に入れている。 

環境保全

に向けて

申請者の

取り組み

・長期的展望
淀川特有の自然環境を有する場所であり、人々が自然と触れ合う事が出来る貴重な場所で
あることを利用者に対して、引き続き周知徹底に努めていきます。

・環境保全等への各種取組
堤外地の草刈、堤防の草刈、清掃活動等河川環境と美化活動に務めており、水辺景観の保
全・再生への取り組みに努めています。また、「寝屋川市自然を学ぶ会」との連携を図り、
身近な自然ガイドブックの発刊や「ねやがわ自然塾」の実施等、「自然に親しむ環境づく
り」に取り組んでいます。

その他
・令和元年 10月 20日に淀川河川事務所主催で実施された合同マナーアップ活動にも参加する

など、市内外問わず河川敷の利用周知活動には積極的に参加している。 
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ランク：A

番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km

３．施設の自然環境的状況 （河川管理者作成） 

占用地及び周辺の 

自然環境 

・占用地内は運動場として利用されており、裸地、芝地などがみられる。

・占用地の水際には左・右岸ともにセイタカヨシが生育している。上流側には

出口野草地区が存在し、セイタカヨシ、セイタカアワダチソウを主体とした

高茎草地が比較的広い範囲で分布する。また、ヨシ原に生息するオオヨシキ

リが確認されている。

・上流側にある寝屋川市上水取水口周辺には小規模なヤナギ林（ジャヤナギ－

アカメヤナギ群落）が分布する。

・占用地の下流側は野球場、テニスコート、ラクビー場があり裸地、芝地がみ

られる。

・占用地と水際の間にはオギ群落や一年生草本群落がみられる。草地に生息す

るヒバリやセッカが確認されている。

・当該占用地の前面水域は、瀬淵はみられず、全体的に流れは遅くトロ状であ

る。越冬期には数は少ないもののキンクロハジロ等のカモ類がみられる。上

流左岸側には砂州が堆積し、一時的にワンド状の環境が出現することがある。

周辺ではニホンウナギやコウライモロコなどの魚類やヒメモノアラガイ、ゲ

ンジボタルなどの底生動物が確認されている。

・水際は草地から根固めブロックで水面へとつづいている。

・背後地はポンプ場、淡水試験場などで人家は離れている。

自然環境上重要な場所 

・占用地周辺では、全体に人工的な環境であるため、オオヨシキリ等が生息す

るヨシ原やセッカ、ヒバリ等が生息する草地といった自然植生の残る環境が

水辺の生物の重要な生息地となっているとみられる。

・占用地前面の水域はカモ類等の水鳥類や魚類、底生動物の重要な生息地とな

っている。

水際の 

状況 

水域までの

距離 

・水際までの距離：約 30～40ｍ

・河岸は土羽河岸で前面に捨石が行われている。

水面との 

高低差 

・約 4～5m

・冠水実績：平成 25 年 9 月 16 日の台風 18 号、

  平成 29 年 10 月 22 日の台風 21 号の豪雨により冠水している。 

環境面から見た 

望ましい利用方針 

・河岸の草地空間が生物にとって重要なゾーンとなることから、その草地空間

には立ち入らないような制限を行う。特にオオヨシキリをはじめとする鳥類

の繁殖期（4月～8 月）に注意する。

・冬季を中心としたカモ類の飛来時期には、生物の忌避行動につながるような

行為（河岸に近づく、大きな音が出るなど）は避ける必要があり、利用者に看

板等で注意を促す。

・開放水面を利用するカモ類等鳥類に対するブラインドとなるよう、水際の高

茎草地を保全する。

・鳥類や昆虫類等の生息域となる自然環境を広げるために、管理区域等の草地

の刈り残しを図る。特に水際側や上流側での草地環境の保全・創出に留意す

る。

・ヒバリやセッカをはじめとする鳥類の繁殖期（4 月～9月）には頻繁な草刈は

行わない。

・利用範囲認知のために、占用範囲を看板、標識等により明示する。

・環境啓発看板を設置し、利用者に周辺の貴重な環境を周知し、占用区域内で

の利用の遵守や環境保全への意識向上を図る

・環境啓発の一環として、利用施設周辺の清掃を行う。

・利用者の河川の環境保全に関する意識向上を目的として、河川レンジャーと

連携した環境教育のあり方を検討する。
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ランク：A 
 

番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所 
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km 
４．占用許可期間の更新についての意見                   （委員会作成） 
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ランク：A

番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km

５．委員会の審議内容に関わる現況写真 （写真撮影者：占用者） 

(平面図) 

(断面図：22.4k) 
平成 26 年 2 月測量

① 運動場 堤防下流側から望む(R05.07.25 撮影) ② 運動場 堤防下流側から望む(R05.07.25 撮影)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦
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ランク：A

番号 13.運動広場 占用目的 運動場 許可受者 寝屋川市 場所
左岸 22.0K+150m 

～22.4Km

(写真撮影者：占用者) 

③ 運動場 堤防中央部から望む(R05.07.25 撮影) ④ 運動場 堤防中央部から望む(R05.07.25 撮影)

⑤ 淀川から占有地中央を望む(R05.07.25 撮影) ⑥ 運動場 堤防上流側から望む(R05.07.25 撮影)

⑦ 全景
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ジ
ョ

ギ
ン

グ
等

地
域

住
民

は
勿

論
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
団

体
、

小
・
中

学
校

の
活

動
、

消
防

組
合

、
自

然
を

学
ぶ

会
等

と
連

携
し

て
い

ま
す

。

○
：
連

携
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

保
全

す
べ

き
自

然
環

境
を

具
体

的
に

示
し

た
内

容
を

啓
発

資
料

に
盛

り
込

ん
で

欲
し

い

占
用

地
域

で
は

別
紙

添
付

資
料

の
と

お
り

、
様

々
な

植
物

が
生

育
し

、
野

鳥
が

飛
び

交
っ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
保

全
す

べ
き

自
然

環
境

を
利

用
手

引
き

に
記

載
し

、
周

知
徹

底
を

行
い

ま
し

た
。

占
用

地
域

で
は

別
紙

添
付

資
料

の
と

お
り

、
様

々
な

植
物

が
生

育
し

、
野

鳥
が

飛
び

交
っ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
保

全
す

べ
き

自
然

環
境

を
利

用
手

引
き

に
記

載
し

、
周

知
徹

底
を

行
い

ま
し

た
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
1

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

に
お

い
て

、
水

位
変

動
に

よ
り

冠
水

・
撹

乱
さ

れ
る

区
域

を
把

握
し

て
い

る
か

台
風

時
以

外
冠

水
は

見
ら

れ
ま

せ
ん

が
、

年
に

一
度

工
作

物
の

撤
去

訓
練

を
行

っ
て

い
ま

す
。

過
去

の
冠

水
状

況
に

つ
い

て
は

、
別

紙
添

付
資

料
の

と
お

り
で

す
。

○
：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い
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Ａ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
（
2
/
2
）

記
入

者
：
濱

　
修

司
（
寝

屋
川

市
：
文

化
ス

ポ
ー

ツ
室

）
●

河
川

保
全

利
用

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
（
占

用
地

　
名

称
：
1
3
.運

動
広

場
）

N
o

確
認

の
視

点
確

認
事

項
過

年
度

意
見

過
年

度
意

見
に

つ
い

て
の

対
応

と
進

捗
占

用
者

に
よ

る
確

認
河

川
管

理
者

に
よ

る
確

認
河

川
保

全
利

用
委

員
会

の
意

見
評

価
欄

評
価

区
分

備
考

1
2

施
設

整
備

は
河

川
の

生
態

系
の

連
続

性
（
縦

断
方

向
及

び
横

断
方

向
）
の

確
保

な
ど

自
然

環
境

に
配

慮
し

て
い

る
か

（
例

）
水

際
部

に
緩

衝
緑

地
を

設
置

等

占
用

許
可

区
域

の
草

刈
、

堤
防

の
草

刈
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

水
際

付
近

へ
の

除
草

は
行

っ
て

い
ま

せ
ん

。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
3

管
理

運
営

は
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
に

配
慮

し
て

い
る

か
（
例

）
投

棄
さ

れ
た

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
の

水
際

部
刈

り
残

し
、

野
鳥

の
営

巣
時

期
の

利
用

制
限

等

ゴ
ミ

の
収

集
、

除
草

時
期

の
配

慮
、

水
際

部
分

へ
の

草
の

刈
り

残
し

等
、

自
然

環
境

へ
の

配
慮

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○
：
配

慮
し

て
い

る
△

：
検

討
中

×
：
配

慮
し

て
い

な
い

1
4

施
設

利
用

者
に

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
に

関
す

る
情

報
発

信
、

注
意

喚
起

は
行

っ
て

い
る

か
（
例

）
情

報
板

設
置

に
よ

る
環

境
配

慮
へ

の
啓

発
等

利
用

の
手

引
き

に
明

記
し

、
占

用
区

域
を

管
理

し
て

い
る

運
営

委
員

会
等

で
啓

発
を

行
っ

て
い

ま
す

。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
5

占
用

区
域

及
び

そ
の

付
近

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

環
境

学
習

・
保

全
活

動
を

行
っ

て
い

る
か

占
用

区
域

内
の

清
掃

活
動

を
通

じ
て

環
境

を
学

習
し

、
さ

ら
に

各
種

の
取

り
組

み
に

よ
り

、
環

境
学

習
・

保
全

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○
：
行

っ
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
行

っ
て

い
な

い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

許
可

以
外

の
工

作
物

は
設

置
し

て
い

ま
せ

ん
。

○
：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

利
用

団
体

は
占

用
地

域
以

外
の

使
用

は
し

て
い

ま
せ

ん
が

、
一

部
見

学
の

方
が

占
用

区
域

以
外

の
ト

イ
レ

を
利

用
し

て
い

ま
す

。

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
8

占
用

施
設

及
び

そ
の

利
用

者
が

自
然

観
察

や
水

面
利

用
（
カ

ヌ
ー

、
釣

り
等

）
な

ど
を

行
う

河
川

利
用

者
の

水
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

の
支

障
に

な
っ

て
い

な
い

か

占
用

施
設

付
近

及
び

周
辺

等
を

他
の

団
体

が
使

用
す

る
時

は
、

事
前

に
申

請
し

て
頂

い
て

か
ら

使
用

し
て

い
ま

す
。

○
：
支

障
は

な
い

△
：
支

障
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
支

障
が

あ
る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

占
用

地
域

で
の

ゴ
ミ

の
処

理
、

車
両

等
の

交
通

問
題

、
騒

音
問

題
等

に
つ

い
て

は
、

管
理

運
営

委
員

の
方

々
が

啓
発

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

管
理

運
営

規
則

で
定

め
て

い
ま

す
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
1

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
に

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

に
関

す
る

事
項

は
定

め
て

い
る

か

利
用

の
手

引
き

に
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
に

関
す

る
内

容
を

追
記

し
ま

し
た

。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

占
用

施
設

を
利

用
す

る
際

は
、

必
ず

利
用

手
引

き
を

用
い

て
、

ル
ー

ル
の

周
知

徹
底

を
行

っ
て

い
ま

す
。

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】 
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参照表１

軟式野球連盟
スポーツ少年団
ソフトボール協会

ラグビーフットボール協会 100
40
40
40

1日あたりの試合数平均

5
6
5
4

1試合あたり目安人数

寝屋川市淀川河川グラウンドの利用人数算出方法

① 大会優先利用（スポーツ振興連盟所属兼河川管理運営委員会所属団体）

→添付１のとおり提出されたものから1試合あたりの目安人数（参照表１）をもって利用人数を算出。

②優先利用以外の抽選団体→添付２のとおり提出されたものから使用人数で算出。

③雨天により使用不可になった場合は０人として算出

下記の基準に基づいて算出。

添付１
添付２
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Ａランク案件 チェックリストの詳細について 

【占用の必要性】 

№１ 自治体等が策定する計画に当該施設の位置づけはあるか 

（例） 総合計画、都市計画、緑の基本計画等 

《寝屋川市の回答》 

１ 第六次寝屋川市総合計画基本計画 

  重点取組項目として、「みどりのある都市空間の創出」、「地域ニーズに応じた

協働による公園づくり」、「水とのふれあい・豊かな水辺の創造」を掲げています。 

２ 寝屋川市みどりの基本計画 改定版 

  淀川河川公園を「都市の水辺」と位置づけ、「協働・共助により発展する水と

みどりの中核市寝屋川」を基本理念とし、淀川河川公園については「自然と歴史

文化溢れるみどりを保全・再生する」ことを基本方針としています。 

３ 寝屋川市環境基本計画（改定版） 

  「めざすべき環境像」において、淀川河川敷を「自然を学び、うるおいのある

生活空間づくりを再構築する」と掲げています。 

４ 新寝屋川八景 

  「自然を散策し、歴史にふれ、子供たちが遊び、市民が憩う、そして郷土愛を  

育む」を基本テーマに市民１万人から候補地の投票を行った結果、市民投票第 

１位に「淀川河川公園」が選定され、本市を代表する景観として幅広い支持を得 

ています。 

別添資料１ 

№２ 避難場所等の防災上の位置づけはあるか 

（例） 地域防災計画等 

《寝屋川市の回答》 

１ 寝屋川市地域防災計画 

ア 「都市基盤施設の防災機能の強化」→ 河川における防災機能の強化を明記

イ 「災害時用臨時ヘリポートの整備」→ 同ヘリポート選定状況について明記

別添資料２ 

№３ 堤内地において代替施設を設置、又は既存施設により機能を代替する計画

はあるか 

《寝屋川市の回答》 

 現在、本市が利用させていただいている淀川河川グラウンドは、一般開放利用を

はじめ、社会人野球（１面）、少年野球（２面）、スポーツ少年団野球（１面）、ソ
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フトボール（１面）、ラグビー（１面）の約 5.7 ヘクタールの運動場として多くの

市民に親しまれ利用されており、子どもから大人まで世代間同士の交流の場として、

自然の中での人間形成や自然環境等を体験する貴重な場として、本市としても必要

不可欠な施設であります。そのため、すべての施設を代替することは非常に困難な

状況でありますが、例えば、市内で廃校になった学校グラウンドへの代替が可能で

あるか等、学校教育の所管である「教育政策総務課」との連携を行い、検討を図っ

ております。 

 

№４ 川らしい自然環境に影響が少ない施設に転換する計画はあるか 

（例）・水際部の占用面積を縮小 

・グラウンドを親水公園に変更 

     ・河川敷内で場所移動 等 

《寝屋川市の回答》 

 現在、本市では運動場として年間 13万人以上の市民の方が占用施設を利用させ

ていただいている状況であります。そのほかにも早朝にジョギングや体操など、

気軽に体を動かせる貴重な場所として、周辺地域の住民に大変親しまれている状

況であります。 

 そのため、施設の転換については難しい状況でありますが、本来、河川敷の利

用にあたっては、「川でなければできない利用、川に活かされた利用」という観点

から、水際の草を刈り残すことや、利用手引きへの追記の実施等、引き続き自然

環境の保全に配慮した取り組みに努めてまいります。 

別添資料３ 

 

【検討体制】 

№５ 占用施設の代替地の検討や自然環境に影響が少ない施設への転換に向けて、

環境やまちづくりの関係部局と連携しているか 

※ 連携部局がある場合には、その名称も合わせて記す 

《寝屋川市の回答》 

本市、占用施設については、運動場として多くの利用者や近隣地域住民の方に親

しまれ利用されている場所であるため、占用施設の代替地については非常に難しい

状況であります。 

しかし、「寝屋川市みどりの基本計画 改定版」で、淀川河川公園は本市の「骨格

的なみどり」に位置付けられているため、自然環境に影響が少ない施設へ向け、本

市の緑化の推進・指導を担当する「都市基盤整備部公園みどり課と連携を行い、検

討を図っております。 

別添資料１ 
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【占用目的】 

№６ 占用目的は「川らしい利用、川でなければならない利用」に合致するか 

《寝屋川市の回答》 

環境学習の一環として、毎年、施設使用団体が参加して、「自然環境の保全に配

慮する」という観点から、占用地域及び堤内、堤外周辺への清掃活動として「淀川

河川クリーンキャンペーン」を年に一回定例的に実施しています。 

さらに、水辺付近では草の刈り残しを実施しています。 

別添資料４ 

№７ 特定の利用者・団体に限定せず、公平な利用ができるか 

《寝屋川市の回答》 

１ 淀川河川グランド管理運営委員会規則 

  同規則を定め、公平な利用を行っています。 

別添資料５ 

２ 利用実績について 

年度 総合計 軟式野球 ソフトボール ラグビー スポーツ少年団 中体連 

H30（一般） 
122,642 

12,970 1,000 1,320 0 0 

H30（団体） 57,600 320 21,400 27,360 672 

R01（一般） 
139,746 

7,386 680 0 0 0 

R01（一般） 64,320 240 40,300 26,640 180 

R02（一般） 
90,660 

10,740 0 0 0 0 

R02（団体） 57,400 480 27,800 11,640 0 

R03（一般） 
128,730 

5,460 200 150 0 0 

R03（団体） 57,240 960 35,200 29,520 0 

R04（一般） 
149,440 

11,000 200 0 0 0 

R04（団体） 66,280 720 41,600 29,640 0 

№８ 利用状況は占用目的に合致しているか 

《寝屋川市の回答》 

本市は運動場として申請し占用許可を受けて利用を行っておりますが、本来、河

川敷の利用にあたっては、自然環境の保全に配慮することが基本であるため、引き

続き自然に配慮した取り組みを行います。 
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【連携体制】 

№９ 「川らしい利用、川でなければならない利用」に関する取組について、施      

設利用者や地域住民、市民団体等と連携しているか 

《寝屋川市の回答》 

運動場の利用については、下記利用者と連絡・連携を行い、有効な利用を行って

います。上記淀川河川クリーンキャンペーンもその一つです。 

・市ＰＴＡ協議会、市立中学校、 

・スポーツ振興連盟の河川管理運営委員会参加団体等 

・寝屋川市自然を学ぶ会 

・周辺地域住民による早朝のジョギング、ウォーキングなど 

別添資料４ 

 

【自然環境の保全・再生】 

№10 保全すべき動植物など、占用区域及びその付近の自然環境で配慮すべき事

項を把握しているか 

（例） 貴重種の生育・生息地、ヨシ原、干潟、野鳥の営巣地、外来種の 

繁殖等 

《寝屋川市の回答》 

「寝屋川市自然を学ぶ会」と連携しており、「身近な自然ガイドブック」を基に

生物・植物の観察を行っています。さらに、前回指摘を頂いた、「保全すべき自然

環境（特に水際空間の大切さ）」については、「淀川河川グランド利用の手引き」に

詳細な明記を行い、利用者に周知するよう改めました。      

別添資料３ 別添資料６ 

 

№11 占用区域及びその付近において、水位変動により冠水・撹乱される区域を把

握しているか 

《寝屋川市の回答》 

 寝屋川市ハザードマップや HP「川の防災情報」などで把握しており、また緊急時

における工作物撤去訓練を年に一度実施しています。 

・ 過去の冠水実績 

平成 25年 9月 15日、平成 29年 10月 22日に冠水がありました。 

別添資料７ 
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№12 施設整備は河川の生態系の連続性（縦断方向及び横断方向）の確保など自然

環境に配慮しているか 

（例） 水際部に緩衝緑地を設置等 

《寝屋川市の回答》 

施設の整備については、下記のとおり自然環境に配慮しています。 

１ 占用許可区域の草刈を定期的に実施していますが、川らしい自然環境の保全・ 

再生という観点から、水際部に緩衝地帯への刈り残しを実施しています。 

２ 淀川河川グランドについては、できるだけ緑の部分を多く残し、土の部分を縮  

小することに努めています。 

 

別添資料３ 別添資料８ 

 

№13 管理運営は占用区域及びその付近の自然環境の保全・再生に配慮している

か 

（例） 投棄されたゴミの収集、除草時の水際部刈り残し、野鳥の営巣時 

期の利用制限等 

《寝屋川市の回答》 

１ 占用許可区域の草刈を実施していますが、川らしい自然環境の保全・再生と   

いう観点から、水際部に緩衝地帯への刈り残しを実施しています。 

２ 投棄されたゴミの収集を目的に、「淀川河川クリーンキャンペーン」という清 

掃活動イベントを管理運営委員会の利用団体と連携し、毎年定例的に行っていま

す。 

別添資料３ 別添資料４ 

 

№14 施設利用者に占用区域及びその付近の自然環境に関する情報発信、注意喚

起は行っているか 

（例） 情報板設置による環境配慮への啓発等 

《寝屋川市の回答》 

淀川河川管理運営委員会会議や淀川河川グランド一般利用者の抽選会において

「淀川河川グランド利用の手引き」を配布し内容を周知する等、利用者の方への自

然環境に関する情報を発信しています。 

平成 30 年度には「淀川環境展」を実施し、施設利用者等への自然環境への情報

発信へ努めました。以後、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、事業を見送っ

ておりましたが、令和５年度には「秋の淀川学習会」を開催いたします。 

 

別添資料３ 別添資料 12 別添資料 13 
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№15 占用区域及びその付近の自然環境を活かした環境学習・保全活動を行って

いるか 

《寝屋川市の回答》 

河川グランドの清掃活動を通じて環境を学習しています。また寝屋川市自然を学

ぶ会において、「ねやがわ自然塾」の開催や「身近な自然観察会に参加しませんか」

のビラ等を配布し、野鳥の観察や植物の観察等年間を通じて、環境学習・保全活動

を行っています。 

別添資料９ 

【適正な利用】 

№16 不許可の工作物は設置されていないか 

《寝屋川市の回答》 

許可以外の工作物は設置していません。 

別添資料 10 

№17 占用区域外を使用していないか 

（例）・トイレ、道具入れ等の工作物設置 

・グラウンド、駐車場等の造成

・利用等

《寝屋川市の回答》 

利用団体は占用区域外の使用はしていません。 

№18 占用施設及びその利用者が自然観察や水面利用（カヌー、釣り等）などを  

行う河川利用者の水辺へのアクセスの支障になっていないか 

《寝屋川市の回答》 

占用施設を利用する際は、必ず事前申請を行っています。利用にあたっては、他

の河川利用者へも配慮するよう、「淀川河川グランド利用の手引き」を配布するこ

とで、周知徹底を行っております。 

別添資料３ 
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№19 地域住民の迷惑になる利用がなされていないか 

（例） 施設利用者によるゴミの投棄、車両通行や路上駐車による交通問 

題、騒音等 

《寝屋川市の回答》 

車両通行の際は、他の利用者に配慮し必ず低速度走行（15㎞/ｈ）を遵守し、路

上駐車による交通問題、騒音等については、「警告」ビラを配り啓発を行っていま

す。さらに、土曜・日曜・祭日等の利用者への指導として河川管理運営委員会より

２名以上の門扉指導員が不法駐車等の指導を行っています。 

施設利用者によるゴミ投棄の防止策等については、河川管理運営委員会より週に

一度、清掃活動（ゴミ、トイレ）を実施し、さらに、「淀川河川グランド利用の手

引き」に記載を行い、ゴミの投棄防止に努めています。 

別添資料 11 

 

№20 利用状況をふまえた管理運営・利用のルールを定めているか 

《寝屋川市の回答》 

 「淀川河川グランド利用の手引き」において、「淀川河川グランドを開放するに

あたり」、「利用者の皆様へのお願い」を記載し、利用に当たってのルールを定めて

います。 

別添資料３ 

 

№21 管理運営・利用のルールに自然環境の保全・再生に関する事項は定めている

か 

《寝屋川市の回答》 

以前（平成 27年２月９日）の淀川本川河川保全利用委員会の審議意見にて、「保

全すべき自然環境を具体的に示すもの」との意見を頂いたため、「川らしい自然環

境の保全・再生」という観点から、以降は、草刈の際に水際部に緩衝地帯への刈り

残しを実施している旨を利用手引きに追記しました。 

別添資料３ 

 

№22 管理運営・利用のルールは施設利用者及び管理運営者に周知しているか 

《寝屋川市の回答》 

占用施設を利用する際は、必ず事前申請を行っています。その際、「淀川河川グ

ランド利用の手引き」を配布し、利用にあたってのルールについて周知徹底を行っ

ております。 

別添資料３ 
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管理区域看板 
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トイレ台座
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  淀川河川グランド利用の手引き 

 

１ 淀川河川グランドを開放するにあたり 

・ 河川は、水と緑の貴重な空間として、安らぎや憩いを求める場、スポーツ・

レクリエーション活動の場として多くの人が利用する場です。 

・ 本市は、毎年国土交通省に市民への運動の場の確保のため「排他的、独占

的使用にならないこと・自然環境を破壊しないこと」を条件に占用許可を申

請し、草刈り・トイレ清掃・危険行為防止・不要車両の乗り入れ防止など関

係団体の皆様の協力の下、市民が安心してスポーツを楽しむことができるよ

う管理運営しております。また、可能な限り、徒歩、自転車などでご利用い

ただけますようお願いします。 

 

２ 利用者の皆様へのお願い 

・ 河川空間には危険性が内在するという特性を認識していただき、自己責任

による安全確保に心がけて下さい。（落雷・水難事故・急激な増水など） 

・ 野鳥や、野草地帯を大切にし、自然の保護に努めて下さい。 

  （水際部は貴重な生物等が生息する場所であり、本市では草刈を行う際に

刈り残しを行う等、自然環境の保全に努めています。） 

・ 占用許可部分のグランドを利用する場合は事前にスポーツ振興連盟に申し

込んで下さい。 

・ 当グランドの利用にあたっては、一切ゴミの投棄等を行わず、ゴミが発生

した場合は必ずお持ち帰り下さい。 

・ 当グランドについては、他の利用者に配慮した利用を行って下さい。 

・ 駐車場への車の乗り入れは事前に許可が必要です。 

・ 営利を目的とする利用はできません。 
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事 務 連 絡  

令和５年８月３日  

寝屋川市文化スポーツ室 

課長 山口 雅彦  様 

寝屋川市スポーツ振興連盟  

会 長  池 田  隆 司  

 

令和５年度淀川河川グランドクリーンキャンペーン 

開催について（依頼） 

 

 標記の件につきまして、下記のとおりクリーンキャンペーンを開催致します。 

つきましては、誠にご多忙とは存じますが、ご出席賜りますようお願い申し

上げます。 

 

記 

 

日   時   令和５年８月 27日（日） 午前７時（時間厳守） 

       開催可否は午前６時 00分にて決定いたします。 

       (小雨・決行、大雨・順延(未定)) 

場  所   寝屋川市淀川河川グランド駐車場(集合)      

清掃内容   占用許可区域全般について実施します。 

 服  装   汚れても良い服装、帽子、タオル、着替え等は参加者各自で 

        用意。ゴミ袋、軍手は事務局で用意します。 

  

  

    

      

寝屋川市スポーツ振興連盟      

淀川河川グランド担当者 小谷、井上 

ＴＥＬ 072-824-5858  
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特定非営利活動法人 寝屋川市スポーツ振興連盟 

淀川河川グランド管理運営委員会 規則  

 

（名称） 

第１条 本会は特定非営利活動法人寝屋川市スポーツ振興連盟淀川河川グランド

管理運営委員会と称する。 

（事務局の設置） 

第２条 本会の事務局を特定非営利活動法人寝屋川市スポーツ振興連盟内に置く。 

（目的） 

第３条 本会は寝屋川市から管理委託された淀川河川グランドを委託仕様書に基

づき、善良に管理すると共に、有効に利用するためグランドの管理運営を行い、

広く地域スポーツの発展に寄与することを目的とする。 

（事業） 

第４条 本会は前条の目的達成のため、次の事業を行う。 

(1)  管理事業   

① 門扉管理  当日の淀川河川グランド利用許可書、駐車場許可証を査証

し、利用者の確認をする。 

② 清掃事業  利用者及び委員会により定期清掃を行う。簡易便所を設    

      置し、衛生の保持を図る。 

③ 維持・管理事業  運動場公園としての機能を生かすため、指定され  

        た地域の草刈、グランド整地を行う。 

④ 管理パトロール  ゴルフ等迷惑・不法利用者に注意をするため、定   

        期・不定期にパトロールを行う。 

 (2)  利用運営事業 

   グランド利用に際し、大会を優先し、その他は公開抽選とする。抽選日は

前月の第２日曜日、市民体育館で行う。 

(3)  その他事業  河川増水等による緊急災害訓練、淀川河川クリーン事業   

       等。 

（組織） 

第５条 本会は軟式野球連盟、ソフトボール協会、スポーツ少年団、ラグビーフ

ットボール協会により組織する。 

（委員） 
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第６条 本会の委員、任期等は特定非営利活動法人寝屋川市スポーツ振興連盟の

役員改選に定める。 

(有償ボランティア) 

第７条 本会は事業を行うため、第５条で組織する団体より有償ボランティアを

募り、予算の範囲内で報償費を支払うことが出来る。 

（会議） 

第８条 本会は目的、事業、予算等の執行にあたり次の会議を行う。 

 (1)会議の開催及び召集は、委員長が行う。 

 (2)会議の開催は、通常３ケ月 1 回の委員会を開催する他、必要に応じ開催する

ことができる。議長は委員長が兼務する。 

（経費） 

第９条 

 (1)本会の経費は、寝屋川市の管理委託料及び利用者整備協力金で賄う。 

 (2)整備協力金は、毎年前年度経費を参考に委員会において協議、決定する。 

 (3)本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、３月末日に終わる。 

（協議） 

第 10 条 本会は常に寝屋川市教育委員会と協議し、適切な運用に努める。 

（規則の改正） 

第 11 条 本会の規則の改正は、出席委員の過半数の同意を必要とする。 

附則 

 この規則は、平成３年４月１日から施行する。 

 この規則は、平成６年７月２１日に一部改正し、施行する。 

この規則は、平成２２年４月１日に一部改正し、施行する。 

この規則は、平成２２年５月１日に全部改正し、施行する。 

 

細則 

(利用種目) 

１．当面、軟式野球、ソフトボール、ラグビーに限る。ただし、教育委員会が特

別許可したものを除く。 

 (利用時間) 

２．一般利用は１単位２時間以内とし、余剰分はその限りではない。 

 （9:00～11:00 ・ 11:00～13:00 ・ 13:00～15:00 ・ 15:00～17:00） 

（利用の許可） 
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３．淀川河川グランドを利用する者は、あらかじめ教育委員会の許可を受けなけ

ればならない。また利用場所に関しては定められた場所のみの利用を行うこと。 

（利用申込み） 

４．利用団体は、前月第２日曜日に公開抽選により翌月の申込みができる。抽選

日以降は随時申し込みできる。 

（利用条件） 

５．利用団体は、ゲームに支障のないように、使用前後にグランド内の整備を行

う。 

 (指定駐車場) 

６．指定駐車場への車両の乗り入れは、教育委員会の許可した車両のみとする。 

（利用許可の取消し） 

７．利用許可を受けた者が次の各号に該当するときは、利用の許可を取消し、若

しくはその利用を制限し、若しくは停止し、または退去を命ずることができる。 

 (1)この内規に違反したとき。 

 (2)管理、運営上支障が生じたとき。 

 (3)教育委員会が不適当と認めたとき。 

 (その他) 

８．災害時等教育委員会の依頼に対し協力する。 
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寝屋川市自然を学ぶ会発行：春の淀川 
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寝屋川市自然を学ぶ会発行：野鳥を見に行こう 
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自然を学ぶ会発行：秋の淀川【令和５年３月発行】 
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淀川河川グランド占用区域 

緊急時における工作物撤去訓練実施計画書 

１ 目的  

淀川河川占用区域内の出水対策として、占用許可条件に基づき出水時に速

やかな工作物撤去を行うため。 

２ 実施主体者 

寝屋川市教育委員会 社会教育部文化スポーツ室 

３ 対象区域 

寝屋川市木屋元町 148-1 番地～805-2 番地(左岸 22.0km＋150ｍ～22.4km) 

４ 対象撤去物 

野球バックネット５基、備品庫７基、 

移動トイレ２基、ラグビーポール１対

５ 気象想定 

実施日午後２時 00 分、台風の接近に伴い、淀川流域に多量の降雨があり、

寝屋川市域の淀川の水位は徐々に上昇している。今後の雨量は、150mm から

200mm に達すると見込まれ、今後警戒水位を突破する恐れがある。 

６ 緊急連絡  

「間もなく高水敷が、冠水するものと思われる。直ちに高水敷内にある諸

施設を堤防外の安全地帯に撤去して下さい。なお、作業完了後は速やかにそ

の結果を報告して下さい。」 

７ 撤去作業計画 

⑴ 撤去訓練作業開始号令（所要時間計測開始）

撤去訓練作業開始の号令（文化スポーツ室課長より）

⑵ 野球バックネット積み込み・搬送

バックネットを抜き取り２tダンプへ積み込む。

⑶ 備品庫積み込み・搬送

備品庫をトラックへ積み込む。

⑷ 移動式トイレ搬送

移動式トイレ２基の搬送。
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⑸ ラグビーポール積み込み

ラグビーポールを抜き取り、トラックへ積み込む。

※⑵～⑸ は順不同。２組に分かれた上で臨機応変に対応。

⑹ 高水敷内施設等撤去完了（計測終了）

８ 作業従事者 

別紙参照 

９ 立会 

  国土交通省(近畿地方整備局 淀川河川事務所枚方出張所) 

10 委託請負者 

株式会社中井工務店（寝屋川市下木田町６番18号） 

11 作業配備車輌 

クレーン付４ｔトラック（業者）  １台

２ｔダンプ（業者）  １台 

市公用車   １台 

２ｔトラック（スポーツ振興連盟）１台 
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令和５年５月 30日（火）作成 

淀川河川グランド撤去対象物及び訓練状況・報告書 

実施日：令和５年５月 17 日（水） 14 時 00 分～ 

概要等：別紙（撤去訓練実施計画書）参照 

１ ネット撤去作業 

野球バックネットはハンドルを用いて

ネットを緩めた状態で、数人で引き抜き

横倒しにする。その後、紐を用いて固定

し、２ｔダンプに積載する。これを合計

５基分行った。 

２ 備品庫撤去 
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令和５年５月 30日（火）作成 

 

 

備品庫７基については人力で持ち上げ

ることが不可能であるため、業者がクレ

ーンを用い全て４ｔトラックへ積載し

た。また７基全て持ち上げた後に、横倒

しになっている状態のラグビーポール

を備品庫に重ねる形で積載した。 

 

３ トイレ撤去（移動） 

  

 

トイレ２基は固定している為、ジャッキ

アップを解除し、2t ダンプと接続し安

全を確保してから、固定位置より移動さ

せた。 

 

４ 原状復旧 

訓練終了後（14 時 45 分頃～）に復旧。 

４ｔトラックに積んだ備品庫は淀川河川グランド管理運営委員会指示のも

と、業者による復旧を行った。野球ネットは参加者が手分けし、使用可能な状

態へと戻した。ラグビーポールは開始時の横倒しの状態へ戻した。 
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平成２９年１０月２２日 午前８時撮影 
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芝生地帯並びに堤防斜面 
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各種占用物 

野球グランドネット 備品箱 

仮設トイレ 水道 

看板（一例） 
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警  告 
 

淀川河川グランドへの道路通行につい

ては、15 ㎞/h を遵守すること、違反及

び危険行為等を発見した場合には、貴方

が所属するチームの入場許可証を全て

没収したします。 
 

 

寝 屋 川 市 教 育 委 員 会 

淀川河川グランド施設管理委員会 
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淀川環境展 in 寝屋川 写真票

写真票 1 

撮影内容： 

設営前の現地状況、駐車場と

して利用されている。 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

淀川環境展看板 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示状況 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 
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淀川環境展 in 寝屋川 写真票 

写真票 2 

 

 

撮影内容： 

アンケート回答用紙等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示の見学者（散

策等の途中で立ち寄られた。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示の見学者（散

策等の途中で立ち寄られた。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 
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淀川環境展 in 寝屋川 写真票

写真票 3 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示の見学者（近

くの野球場で試合をしていた

野球チーム） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示の見学者（近

くの野球場で試合をしていた

野球チーム：クイズの答えを

探している。） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

寝屋川や淀川の生き物につい

てのパネル展示の見学者（近

くの野球場で試合をしていた

野球チーム：パネルの写真や

文章からクイズの答えを探し

ている。） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 
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淀川環境展 in 寝屋川 写真票

写真票 4 

撮影内容： 

水質パックテスト体験（散策

等の途中で立ち寄られた。） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

水質パックテストの説明（近

くの野球場で試合をしていた

野球チーム） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

撮影内容： 

水質パックテスト体験（近く

の野球場で試合をしていた野

球チーム） 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 
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淀川環境展 in 寝屋川 写真票 

写真票 5 

 

 

撮影内容： 

水質パックテスト体験（ＣＯ

Ｄパックテストの色の違いを

比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 

 

撮影内容： 

水質パックテストのアンケー

ト記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影日：平成 30 年 11 月 17 日 
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秋の淀川学習会 

共同開催：寝屋川市自然を学ぶ会 

寝屋川市教育委員会 

 

目的：多くの恵みを与えてくれている淀川について、自然地域の動植物を観察すること

で、自然の面白さや生命の不思議を体感し、保全すべき自然環境について学ぶ。 

 

日時：令和５年９月９日（土）午後１時～ 

 

対象：寝屋川市の河川グラウンドを利用している少年野球チーム 

（大人の方々も参加可能ですが、今回の対象は子どもたちとします） 

 

冊子：秋の淀川（身近な自然ガイドブック）、秋の淀川資料編 

 

その他：自然地域の動植物を観察するとしているが、動物が観察できるかどうかはタイミ

ング次第のため、基本的には植物の観察がメインとなる。 
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令和５年９月９日（土）午後１時～ 

秋の淀川学習会

【この地域（太間・木屋元・出口地域）で見られる植物】 

●コスモス（キバナコスモス）を見つけてみよう。

●ムクロジとキカラスウリ（珍しい）

他の植物は見つけられたでしょうか？？ 

資料 
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.13 運動広場(寝屋川市)」

■過年度審議結果のレビュー

23

平成19年 委員会

平成20年 委員会

占用申請にない駐車場としての利用については利用実態を把握し、河川管理者とも協
議のうえ、新たに申請すること

⇒駐車対応として、許可ステッカーによる入場制限、不法駐車への指導、利用マナー看板
の設置を行っている

川らしい自然環境を保全・再生するという基本姿勢に立ち、人と川とのつながりを重視し
た施設の利用と管理にあたること

⇒毎年クリーンキャンペーンとして利用団体が中心となり清掃活動を実施している。草刈清
掃等を行い、誰もが快適に利用できるよう管理運営に努めている

占用使用する施設が公共用地の一部であることを認識し、整理整頓・清掃などの環境整
備に努めて欲しい

⇒毎年、市民協働事業として河川清掃を実施している

占用地の周辺には草地、水際地帯が存在し、河川固有の貴重な自然環境があるため、
これらの保全・再生を念頭に利用と管理にあたること

草地空間を保全するとともに、将来はバッファーゾーンを拡大するなど環境への取り組
みを行っていくこと

⇒占用地の河岸付近は草地空間地域として、一般者への立ち入りの注意を促している

【淀川本川】

「No.13 運動広場(寝屋川市)」

■過年度審議結果のレビュー

24

平成23年 委員会

平成27年 委員会

⇒除草時に水際における河岸付近周辺の草の刈り残しを行い、自然環境の保全に努めて
いる

⇒淀川の水辺越しに見える都心部の眺望景観を楽しめる場所として多くの一般利用者が
施設を利用している

ネットフェンスの整備について、河川整備計画にうたわれる川らしい利用の主旨を踏まえ
て河川管理者と協議して欲しい

⇒河川整備計画に沿った管理運営を行う

前回意見を踏襲する

代替計画や施設の移転については、一部の機能を他の代替地に移行することについて
も検討して欲しい

保全すべき自然環境を具体的に示した内容を啓発資料に盛り込んで欲しい

【淀川本川】

平成29年 委員会 前回意見を踏襲し、代替や施設の移転について、施設全体ではなく、一部の機能を他の
代替地に移行することも含め、引き続き関係機関との情報共有などを検討されたい。

施設利用者への自然環境への配慮促進について、「利用の手引き」への文章での記載
のみにとどまらず、NPO等と連携し、「自然ガイドブック」の活用や自然環境学習会の開
催など、さらなる周知徹底を図る取り組みに努められたい。

前回意見を踏襲し、利用者に保全すべき自然環境等の情報を具体に示した資料の作成
等についても検討されたい。
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「No.13 運動広場(寝屋川市)」

■過年度審議結果のレビュー

25

令和2年 委員会 環境学習会の実施は良い活動で、他の箇所でも参考になる良い例といえる。占用者の
担当が変わってもきちんと引き継ぎ、継続して実施してほしい。

学習会実施の効果を示すことができるよう、河川敷利用者全体に対する学習会参加者
の割合を把握されるとよい。

生物は季節ごとに出現種が異なるので、今後はそれらにも配慮して活動を継続されたい。

【淀川本川】
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18.公園

記入者：高槻市都市創造部 段林
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番号 18.公園 占用目的 公園 許可受者 高槻市 場所
芥川 左岸 2.0k+180m

～2.2k+108m

ランク:C

（占用者作成）

位置図 現況写真

標準断面

現在の

利用形態

公園施設（修景・休憩施設）

東屋 1 基、ﾊﾞｰｺﾞﾗ 1 基、ﾍﾞﾝﾁ 11 基、

ﾃｰﾌﾞﾙ 3 基、ｽﾂｰﾙ 4 基、階段 5 ヶ所

標識看板 1 枚、看板基礎 2 基

占用面積 3,263.94 ㎡

許可の

経緯

＜当初許可＞H9.1.28

＜許可期限＞R6.12.31

都市計画

の有無
無

堤内地・

堤防・堤

外地

堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地
付帯施設

等
無

特記事項

利用者数：朝夕は堤防道路を散歩している方が休憩していたり、日中は保育園が園庭替わり

に広場を利用している。

占用の必要性：桜並木や遊歩道が整備された市管理河川新川から芥川堤防歩道へのアクセス

として散策の際の小休憩できる施設である。

周辺の土地利用：堤内側は住宅を中心に工場、倉庫等も立地する市街地である。

管理状況：国と高槻市において管理に関する覚書を締結している。

前回審議

意見と

対応

前回審議の意見 前回審議意見の対応

・近傍に淀川の豊かな自然があることを踏ま
えて、淀川の自然環境を活用しながら利用
していくような工夫を考えられたい

・利用しやすく、良い場所である。利用実態
の把握についても検討されたい

・ヒメボタル鑑賞会などの利活用実態につい
て、資料に明示されたい

・高槻市緑地環境の保全及び緑化の推進に関
する条例にて当該地に生息するヒメボタル
を含むホタル科全種を保護動物と指定して
おり、市民団体が中心となって保護活動に
取り組んでいる。

・朝夕は堤防道路を散歩している方が休憩し
ていたり、日中は園庭のない近隣保育園が
園庭替わりに広場を利用していたりもす
る。また桜の時期はシートを広げてお花見
を楽しんでいる方々の利用もある。

・新川姫蛍と花を守る会という市民団体が中
心となってヒメボタルの保護活動を行って
いる。２０年前は３０匹程度であったヒメ
ボタルの飛翔数は近年下記のとおりとなっ
ている。

２０２３年 ６６３６匹 
２０２２年 ９３２５匹 
２０２１年 ６４２２匹 
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【チェックリスト】 
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用

で
き

な
い

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

近
傍

に
淀

川
の

豊
か

な
自

然
が

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

淀
川

の
自

然
環

境
を

活
用

し
な

が
ら

利
用

し
て

い
く
よ

う
な

工
夫

を
考

え
ら

れ
た

い

高
槻

市
緑

地
環

境
の

保
全

及
び

緑
化

の
推

進
に

関
す

る
条

例
に

て
当

該
地

に
生

息
す

る
ヒ

メ
ボ

タ
ル

を
含

む
ホ

タ
ル

科
全

種
を

保
護

動
物

と
指

定
し

て
お

り
、

市
民

団
体

が
中

心
と

な
り

保
護

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

〇

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

ヒ
メ

ボ
タ

ル
鑑

賞
会

な
ど

の
利

活
用

実
態

に
つ

い
て

、
資

料
に

明
示

さ
れ

た
い

新
川

姫
蛍

と
花

を
守

る
会

と
い

う
市

民
団

体
が

中
心

と
な

っ
て

ヒ
メ

ボ
タ

ル
の

保
護

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
２

０
年

前
は

３
０

匹
程

度
で

あ
っ

た
ヒ

メ
ボ

タ
ル

の
飛

翔
数

は
近

年
下

記
の

と
お

り
と

な
っ

て
い

る
。

２
０

２
３

年
　

６
６

３
６

匹
２

０
２

２
年

　
９

３
２

５
匹

２
０

２
１

年
　

６
４

２
２

匹

〇
○

：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

〇
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

〇

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
：
使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か
（
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等
〇

○
：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

〇
○

：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

〇

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.18 公園(⾼槻市)」

■過年度審議結果のレビュー

33

平成19年 委員会

平成20年 委員会

施設の利用及び維持管理にあたっては、新たな施設拡充等を行うことなく、河川環境の
保全・再生に引き続き配慮願いたい

⇒新たな施設拡充等を行うことなく、引き続き河川環境の保全・再生に配慮した管理を実施
していく

堤内に位置する施設であり、現状の利用を尊重する

平成26年 委員会  （特に意見なし、前回意見の踏襲）

【淀川本川】

平成30年 委員会 特に問題なく管理されている。近傍に淀川の豊かな自然があることを踏まえて、淀川の
自然環境を活用しながら利用していくような工夫を考えられたい

利用しやすく、良い場所である。利用実態の把握についても検討されたい
ヒメボタル鑑賞会などの利活用実態について、資料に明示されたい
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70.よし畑公園

記入者：島本町 都市整備課 能登屋 
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（占用者作成） 

位置図 現況写真 
 全景 

公園内 

標準断面 

現在の 

利用形態 
児童公園 

占用面積 222.67 ㎡ 

許可の 

経緯 

＜当初許可＞H18.07.05 

＜許可期限＞R6.06.30 

都市計画

の有無 
無 

堤内地・堤

防・堤外地 
堤内地 ・ 堤防 ・ 堤外地 

付帯施設

等 

ウォールベンチ 12m

ブランコ 1 基 

すべり台 1 基 

特記事項 なし 

前回審議

意見と 

対応 

前回審議の意見 前回審議意見の対応 

・公園の維持管理については、地域住民が主
体的に参加できる仕組みを検討し、愛着を
持って使い続けてもらえるよう配慮された
い。清掃時に、利活用に関する地域の要望
を聞くなどの対応にも努められたい

・定期的な清掃、除草・剪定など、住民の皆
様が安心安全に利用できるよう適切な維持
管理に努めるべく、自治会等と調整。

番号 70.よし畑公園 占用目的 公園 許可受者 島本町 場所 
右岸 34.4k-85m 

～34.4k-55m 

ランク:C

115



【チェックリスト】 
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Ｃ
ラ

ン
ク

案
件

の
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
様

式
記

入
者

：
島

本
町

　
都

市
整

備
課

　
能

登
屋

●
河

川
保

全
利

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

（
占

用
地

　
名

称
：
7
0
よ

し
畑

公
園

）
N

o
確

認
の

視
点

確
認

事
項

過
年

度
意

見
過

年
度

意
見

に
つ

い
て

の
対

応
と

進
捗

占
用

者
に

よ
る

確
認

河
川

管
理

者
に

よ
る

確
認

河
川

保
全

利
用

委
員

会
の

意
見

評
価

欄
評

価
区

分
備

考

1
占

用
の

必
要

性

自
治

体
等

が
策

定
す

る
計

画
に

当
該

施
設

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
※

計
画

名
を

挙
げ

た
う

え
、

具
体

的
な

記
載

箇
所

を
記

す
（
例

）
総

合
計

画
、

都
市

計
画

、
緑

の
基

本
計

画
等

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

2
避

難
場

所
等

の
防

災
上

の
位

置
づ

け
は

あ
る

か
（
例

）
地

域
防

災
計

画
等

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

3
堤

内
地

に
お

い
て

代
替

施
設

を
設

置
、

又
は

既
存

施
設

に
よ

り
機

能
を

代
替

す
る

計
画

は
あ

る
か

×
○

：
あ

る
△

：
検

討
中

×
：
な

い

7
占

用
目

的
特

定
の

利
用

者
・
団

体
に

限
定

せ
ず

、
公

平
な

利
用

が
で

き
る

か
〇

○
：
公

平
に

利
用

で
き

る
△

：
公

平
に

利
用

で
き

な
い

 場
合

が
あ

る
×

：
特

定
の

者
が

利
用

8
利

用
状

況
は

占
用

目
的

に
合

致
し

て
い

る
か

公
園

の
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
地

域
住

民
が

主
体

的
に

参
加

で
き

る
仕

組
み

を
検

討
し

、
愛

着
を

持
っ

て
使

い
続

け
て

も
ら

え
る

よ
う

配
慮

さ
れ

た
い

。
清

掃
時

に
、

利
活

用
に

関
す

る
地

域
の

要
望

を
聞

く
な

ど
の

対
応

に
も

努
め

ら
れ

た
い

定
期

的
な

清
掃

、
除

草
・
剪

定
な

ど
、

住
民

の
皆

様
が

安
心

安
全

に
利

用
で

き
る

よ
う

適
切

な
維

持
管

理
に

努
め

る
べ

く
、

自
治

会
等

と
調

整
。

〇

○
：
合

致
し

て
い

る
△

：
合

致
し

て
い

な
い

場
合

が
あ

る
×

：
合

致
し

て
い

な
い

1
0

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生

保
全

す
べ

き
動

植
物

な
ど

、
占

用
区

域
及

び
そ

の
付

近
の

自
然

環
境

で
配

慮
す

べ
き

事
項

を
把

握
し

て
い

る
か

（
例

）
貴

重
種

の
生

育
・
生

息
地

、
ヨ

シ
原

、
干

潟
、

野
鳥

の
営

巣
地

、
外

来
種

の
繁

殖
等

〇
○

：
把

握
し

て
い

る
△

：
調

査
中

×
：
連

携
し

て
い

な
い

1
6

適
正

な
利

用
不

許
可

の
工

作
物

は
設

置
さ

れ
て

い
な

い
か

〇
○

：
設

置
さ

れ
て

い
な

い
△

：
設

置
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
×

：
設

置
さ

れ
て

い
る

1
7

占
用

区
域

外
を

使
用

し
て

い
な

い
か

（
例

）
・
ト

イ
レ

、
道

具
入

れ
等

の
工

作
物

設
置

・
グ

ラ
ウ

ン
ド

、
駐

車
場

等
の

造
成

・
利

用
等

〇

○
：
使

用
し

て
い

な
い

△
：
使

用
し

て
い

る
場

合
が

あ
る

×
： 使

用
し

て
い

る

1
9

地
域

住
民

の
迷

惑
に

な
る

利
用

が
な

さ
れ

て
い

な
い

か （
例

）
施

設
利

用
者

に
よ

る
ゴ

ミ
の

投
棄

、
車

両
通

行
や

路
上

駐
車

に
よ

る
交

通
問

題
、

騒
音

等

〇
○

：
迷

惑
な

利
用

は
な

い
△

：
迷

惑
に

な
る

場
合

が
あ

る
×

：
迷

惑
な

利
用

が
あ

る

2
0

利
用

状
況

を
ふ

ま
え

た
管

理
運

営
・
利

用
の

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

る
か

〇
○

：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い

2
2

管
理

運
営

・
利

用
の

ル
ー

ル
は

施
設

利
用

者
及

び
管

理
運

営
者

に
周

知
し

て
い

る
か

〇

○
：
定

め
て

い
る

△
：
検

討
中

×
：
定

め
て

い
な

い
、

又
は

ル
ー

ル
を

定
め

て
い

な
い
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【参考資料】河川保全利用委員会レビュー 

（関連部分のみ抜粋） 
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「No.70 よし畑公園(島本町)」

■過年度審議結果のレビュー

35

平成19年 委員会

平成22年 委員会

公園の維持管理について、地域住民が主体的に参加できる仕組みを検討し、愛着を
持って使い続けてもらえるように配慮願いたい

⇒地域住民等の意見も聞きながら維持管理について検討していきたい
身体障害者やベビーカー使用者を含め公園の利用状況を把握し委員会に報告すること

⇒前回審議意見について、引き続き検討をしていきたい

平成26年 委員会 前回と同じ

【淀川本川】

平成30年 委員会 特に問題なく管理されている

公園の維持管理については、地域住民が主体的に参加できる仕組みを検討し、愛着を
持って使い続けてもらえるよう配慮されたい。清掃時に、利活用に関する地域の要望を
聞くなどの対応にも努められたい
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